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この論文の目的は、中島敦の作品を〈植民地〉という空間に位置づけ直すことにある。対象とな
る作品は、発表時期と地域によって、初期の〈朝鮮〉、中期の中国や〈満洲〉、後期の〈南洋〉と
大別することができる。初期は三・一独立運動、関東大震災時の虐殺事件など一九二〇年代の植民
地体制の動揺を背景にしており、中期は三〇年代の中国大陸侵略の過程、そして後期はアジア太平
洋戦争によって〈南方〉という地域が同時代の言説圏に浮上して来た時期と重なる。その意味で中
島の作品は、同時期の「日本」という空間意識の編成と密接に関連し合っている。

想像された共同体としての「日本」が同一性を確立するのと並行して、〈植民地〉は「外地」と
してその周辺に画定されて行った。そこでは政治的・経済的要素に劣らず、言語・教育など文化の
領域が、「外地」を「日本」に包摂する手段として重視された。植民者として移住した日本人は、
多くの場合「内地」に比べて劣った地域として「外地」を位置づけたが、同時に自己が辺境にある
という劣位の意識を持たずにいられなかった。一方、被植民者とされた先住民の側は、「同化」に
よって喪失した自己の文化を回復しようと努めながら、また「同化」の徹底によって「日本」内部
での地位向上も試みた。つまり〈植民地〉とは、支配者／被支配者という対立の次元ばかりでな
く、複数の方向性を持つ権力関係が交錯する空間であり、「文化」という概念の定義においても多
様な意義づけが争われていた場であると言える。本論では、そのような「文化」をめぐる意味生成
の場で文学がどのような役割を担ったのかを問題意識の根底に据えて、特に中島敦の作品を中心に
展開する。

第一部では初期三部作に見る〈朝鮮〉像を分析の対象とし、植民者としての自己像が形成される
過程を論じる。また一九三〇年代の北京（北平）の多言語状況を描いた「北方行」に関する論文で
は、日本語相対化の眼差しを摘出する。第二部は〈南洋〉への関心に基づいて書かれた作品を対象
とする。第三部では中島以外の作家の作品を取り上げ、一九四〇年代前後に執筆された庄司総一
『陳夫人』、井伏鱒二「花の町」がそれぞれ「大東亜戦争」という理念とどのように関係していっ
たのかを明らかにする


